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季刊　高建 2015 春号季刊　高建 2015 春号

高知県建設業協会　技術アドバイザー　宮田 隆弘

CONTENTS

第 15 話　父が残したもの

第５章　近代化へ基盤整備（近代・戦前） ②

早明浦ダム（土佐町）早明浦ダム（土佐町）
長岡郡本山町と土佐郡土佐町にまたがる早明浦ダムは一級河
川吉野川の上流部にあり、総貯水量は３億立方メートルを超
える四国最大のダムで「四国のいのち」とも呼ばれています。
ダムによって作られた「さめうら湖」は「ダム湖100 選」に
選ばれた美しい湖。春の桜並木や秋の紅葉が大変美しいです。
またカヌーやボート、釣りなどのウォータースポーツを楽し
めます。　

　( 写真提供：高知県 )

白石　直治　1857 ～ 1919
　～広軌提唱した鉄道の第一人者～
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橋
に
対
し
て
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
方
は
、
戦
前
に
開
削

さ
れ
た
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
最
も
早
い
例
と
考
え
ら

れ
る
の
は
、
１
８
９
６

(

明
治
29)

年
６
月
に
開
通
し

た
大
方
〜
中
村
間
の
旧
逢
坂
ト
ン
ネ
ル
で
あ
ろ
う
。
大

方
町
史
に
は

｢

明
治
29
年
、
大
方
町
地
区
に
も
町
の
東

西
を
つ
ら
ぬ
く
海
岸
線
が
、
県
道
と
し
て
整
備
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
町
内
区
間
の
整
備
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で

中
村
町
と
の
境
界
に
あ
っ
て
、
当
時
交
通
の
最
大
の
障

害
と
な
っ
て
い
た
逢
坂
に
も
、
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て

車
馬
の
通
行
が
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
随

所
に
改
良
が
行
わ
れ
た｣

と
あ
る
。

本
県
出
身
の
国
沢
能
長
ら
日
本
人
技
術
者
の
み
の
手

で
初
め
て
１
８
８
０
年
、
東
海
道
本
線
京
都
〜
大
津
間

に
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
て
か
ら
16
年
後
の
こ
と

で
、
名
前
も
同
じ
で
あ
る
。
東
側
入
り
口
に

｢

開
明
の

利
沢｣
の
銘
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル

は
明
治
、
大
正
、
昭
和
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
県
道
、

国
道
56
号
の
交
通
の
便
を
は
か
っ
て
き
た
が
、
１
９
６
２

(

昭
和
37)

年
、
新
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
役
目
を
終
え

た
。
さ
ら
に
92

(

平
成
４)
年
に
は
、
新
・
新
ト
ン
ネ

ル
が
開
通
し
た
。

旧
逢
坂
ト
ン
ネ
ル
に
次
い
で
１
９
０
５

(
明
治
38)

年
、
幡
多
郡
佐
賀
町
熊
井
か
ら
同
町
中
角
間
の
峠
に
あ

る
熊
井
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
。
こ
の
道
は
藩
政
時
代

の
往
還
で
あ
り
維
新
後
は
県
道
と
な
っ
た
。
山
間
の
集

落
で
生
産
さ
れ
た
農
林
産
物
を
佐
賀
の
港
に
運
ぶ
の
に
、

こ
の
峠
越
え
が
な
ん
と
も
難
儀
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
掘
ら
れ
た
も
の
で
延
長
95
・
６
ｍ
、
幅
員
３
・
４

ｍ
、
煉
瓦
で
巻
き
立
て
て
い
る
。
熊
井
口
に
は

｢

天
代

人
工｣

の
銘
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
90
年
以
上
経
ち
、

さ
す
が
苔
む
し
て
い
る
も
の
の
、
は
げ
落
ち
た
煉
瓦
は

な
く
丁
寧
な
施
工
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。

完
成
後
は
、
地
元
ば
か
り
で
は
な
く
、
北
幡
の
村
々

に
も
大
い
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。
１
９
３
９

(

昭
和

14)

年
、
県
道
が
付
け
替
え
ら
れ
、
交
通
量
は
ぐ
ん
と

少
な
く
な
っ
た
が
、
今
で
も
地
元
住
民
に
と
っ
て
は
大

切
な
生
活
道
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
は
、
１
９
１
７

(

大
正
６)

年
、
窪
川

町
仁
井
田
か
ら
本
在
家
に
通
ず
る
松
葉
川
〜
仁
井
田
線

に
、
川
原
越
坂
ト
ン
ネ
ル
が
掘
削
さ
れ
、
１
９
３
２

(

昭
和
７)

年
、
県
道
本
川
〜
大
杉
線

(

現
国
道
４
３
９

号)

の
高
須
〜
子
ン
平
間
の
高
須
ト
ン
ネ
ル

(

延
長
３

４
６
ｍ
、
幅
員
５
・
５
ｍ)

、
１
９
３
５
年
５
月
、
県
道

伊
野
〜
本
川
〜
本
山
線
の
第
１
次
大
森
ト
ン
ネ
ル

(

延

長
３
０
６
ｍ)

が
開
通
し
て
い
る
。

�
�

�
�
�
�
�

国
、
県
道
の
整
備
状
況
は
、
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、

お
寒
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
高
知
市
で
は
、
さ
す
が
県

都
と
あ
っ
て
、
街
路
の
整
備
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
。

ま
ず
１
９
１
８

(

大
正
７)

年
、
市
道
の
路
肩
改
築
、

路
面
整
備
に
着
手
、
次
い
で
中
種
崎
町
か
ら
魚
棚
に
か

け
て
舗
装
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
１
９
２
４
〜
28

(

大
正

13
〜
昭
和
３)

年
度
に
か
け
て
高
知
駅
か
ら
潮
江
橋
へ

36
ｍ
道
路
を
新
設
し
た
。
こ
れ
が
、
現
在
の
36
ｍ
道
路

�
�
�

�
�

�
�
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の
南
北
部
分
の
始
ま
り
で
あ
る
。
５
丁
目
以
西
の
道
路

拡
張
は
１
９
３
５
〜
43
年
度
に
か
け
て
完
成
を
み
て
い

る
。
こ
の
間
、
市
内
の
木
橋
は
す
べ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
永
久
橋
に
架
け
換
え
ら
れ
た
。

な
お
１
９
２
０

(

大
正
９)

年
版

｢

高
知
市
史｣

で

は
37
橋
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
１
９
７
１

(

昭
和
46)

年
版

｢

高
知
市
史｣
で
は
28
橋
に
減
っ
て
い
る
。｢

近
代

に
な
っ
て
し
き
り
に
街
路
改
修
が
施
行
せ
ら
れ
、
こ
れ

に
と
も
な
っ
て
橋
梁
の
新
設
を
見
る
と
同
時
に
溝
渠
の

埋
立
が
進
み
、
た
と
え
ば
新
京
橋
や
土
橋
、
使
者
屋
橋

は
そ
の
姿
を
消
し
、
名
橋
播
磨
屋
橋
も
陸
橋
に
な
っ
た｣

(

同
書)

か
ら
で
あ
る
。

�
�
�

�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�

古
来
、
土
佐
に
と
っ
て
�
海
上
の
道
�
は
重
要
だ
っ

た
が
、
近
世
に
な
り
商
品
経
済
が
盛
ん
に
な
る
に
伴
い
、

野
中
兼
山
、
一
木
権
兵
衛
が
築
造
、
修
復
し
た
津
呂
、

室
津
、
手
結
、
浦
戸
な
ど
の
諸
港
は
、
ま
す
ま
す
重
要

度
を
高
め
た
。
中
で
も
城
下
を
背
後
地
に
控
え
る
浦
戸

港
は
領
内
第
１
の
要
港
と
し
て
出
船
、
入
り
船
で
に
ぎ

わ
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
新
時
代
を
迎
え
、
阪
神
方
面
と

の
海
上
輸
送
が
一
段
と
活
発
化
、
出
入
港
す
る
船
も
帆

船
か
ら
汽
船
へ
と
変
わ
り
、
大
型
化
し
た
。

し
か
し
浦
戸
湾
の
湾
口
部
は
岩
礁
と
堆
積
す
る
土
砂

で
度
々
ふ
さ
が
れ
、
船
の
出
入
り
に
差
し
支
え
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
藩
で
は
、
そ
の
対
策
に
苦
心

し
て
き
た
こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
廃
藩

置
県
で
高
知
県
が
生
ま
れ
た
３
年
後
の
１
８
７
４

(

明

治
７)

年
、
県
で
は
桂
浜
稲
荷
南
方
の
波
止
を
修
築
し

た
が
、
港
は
浅
く
な
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

次
い
で
１
８
８
５
年
、
時
の
県
令
田
辺
良
顕
は
、
四

国
新
道
の
建
設
と
並
行
し
て
浦
戸
港
修
築
に
着
手
、
種

崎
に
第
１
波
止
、
第
２
波
止
、
桂
浜
に
Ｔ
字
波
止
を
修

築
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
知
市
史
に
よ
れ
ば

｢

そ
の
設

計
を
誤
っ
て
湾
内
に
浅
瀬
を
生
じ
、
周
辺
の
農
民
が
自

発
的
に
掘
鑿
工
事
に
奉
仕
す
る
事
態
を
ま
ね
い
た｣

と

い
う
。

県
で
は
、
１
８
８
９
年
か
ら
総
工
費
約
４
万
９
０
０

０
円
余
り
を
投
入
、
プ
リ
ス
ト
マ
ン
式
浚
渫
船
玉
島
丸

を
購
入
し
て
堆
積
土
砂
の
除
去
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

喫
水
３
ｍ
の
船
舶
も
出
入
港
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
そ

の
後
も
浦
戸
湾
は
、
浅
化
の
悩
み
か
ら
解
放
さ
れ
ず
、

根
本
的
改
修
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
96
年
５

月
に
は
浦
戸
港
改
築
協
会
が
発
足
、
98
年
、
お
雇
い
オ

ラ
ン
ダ
人
技
師
デ
・
レ
ー
ケ
に
、
さ
ら
に
１
９
０
６

(

明
治
39)

年
、
広
井
勇
博
士
に
依
頼
、
修
築
計
画
を
作

成
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
莫
大
な
事
業
費
を
要
す
る
た
め

実
行
に
移
せ
な
か
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

浦
戸
港
は
土
砂
堆
積
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
明
治
に

な
る
と
、
汽
船
に
よ
る
阪
神
間
定
期
航
路
も
開
か
れ
た
。

武
市
建
山
著

｢

土
佐
交
通
史｣

に
よ
る
と
、
土
佐
藩

は
１
８
６
３

(

文
久
３)

〜
１
９
６
７

(

慶
応
３)

年

の
間
、
航
海
局
を
設
置
、
南
海
丸
を
は
じ
め
汽
船
８
隻

を
購
入
、
運
航
し
て
い
た
が
、
明
治
の
初
年
、
石
川
、

川
田
某
が
経
営
す
る
九
十
九
商
会
が
、
そ
の
う
ち
の
紅

葉
丸
、
夕
顔
丸
、
鶴
丸
の
３
隻
を
預
か
り
大
阪
向
け
に

運
送
を
始
め
た
。
同
商
会
は
、
三
川
商
会
と
改
称
し
た

後
、
廃
藩
置
県
に
際
し
、
藩
に
３
隻
を
返
却
し
て
解
散

し
た
。

そ
の
後
を
継
い
だ
の
が
岩
崎
弥
太
郎
で
、
１
８
６
７

(

明
治
６)

年
、
藩
所
有
船
８
隻
の
払
い
下
げ
を
受
け
、

三
菱
商
会
を
興
し
週
１
回
の
定
期
運
航
を
始
め
た
。
こ

れ
が
浦
戸
港
〜
阪
神
間
の
汽
船
に
よ
る
定
期
航
路
の
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
同
商
会
は
、
翌
68
年
、
社
名
を

三
菱
汽
船
会
社
と
改
め
、
海
運
業
を
拡
充
し
、
さ
ら
に
、

政
府
の
保
護
の
も
と
他
業
界
に
も
進
出
、
大
き
く
発
展
、

後
に
三
菱
財
閥
と
な
っ
た
の
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

浦
戸
港
〜
阪
神
間
の
汽
船
に
よ
る
定
期
航
路
を
含
め

海
運
業
は
全
国
的
に
、
し
ば
ら
く
は
三
菱
の
独
占
状
態

が
続
い
て
い
た
が
、
１
８
８
１
年
の
政
変
に
よ
り
、
政

府
は
、
半
官
半
民
の
共
同
運
輸
会
社
を
発
足
さ
せ
、
三

菱
と
対
抗
さ
せ
た
。
同
社
は
、
翌
82
年
７
月
開
設
し
た

浦
戸
港
〜
阪
神
間
航
路
も
含
め
全
国
的
に
、
三
菱
と
過

当
競
争
を
演
じ
た
。
そ
の
結
果
、
共
倒
れ
の
恐
れ
も
出

て
き
て
、
85
年
、
両
社
は
合
併
し
て
日
本
郵
船
会
社
と

な
っ
た
。

日
本
郵
船
は
、
そ
の
後
、
国
際
航
路
、
国
内
幹
線
航

路
に
重
点
を
移
し
、
１
８
９
０
年
、
高
知
支
店
を
閉
鎖

し
た
。
浦
戸
港
〜
阪
神
間
航
路
権
は
、
前
年
に
設
立
さ

れ
た
高
知
汽
船
会
社
が
引
き
継
ぎ
、
高
知
丸
に
よ
っ
て

隔
日
運
航
を
始
め
た
。



�������	
�������

�
�
�
�
�
�
�
	



こ
の
こ
ろ
か
ら
浦
戸
〜
阪
神
間
航
路
、
幡
多
郡
下
田

港
、
安
芸
郡
甲
浦
港
を
結
ぶ
土
佐
沿
岸
航
路
を
巡
り
、

船
会
社
の
競
争
が
展
開
さ
れ
、
盛
衰
の
歴
史
を
綴
っ
た

が
、
当
時
は
、
湾
内
の
水
深
が
浅
く
、
汽
船
が
接
岸
で

き
る
埠
頭
は
も
ち
ろ
ん
桟
橋
も
な
か
っ
た
。
乗
船
客
は
、

農
人
町
か
ら
小
舟
で
、
西
孕
と
東
孕
と
の
間
の
渡
合
と

呼
ば
れ
る
海
域
に
停
泊
し
て
い
る
汽
船
に
向
か
っ
た
。

風
雨
の
強
い
日
、
大
荷
物
を
持
っ
た
り
、
子
供
連
れ
の

乗
客
た
ち
は
、
苦
労
を
し
て
い
た
。
渡
船
料
は
３
銭
、

所
要
時
間
は
10
分
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
苦
労
も
、
土
佐
電
鉄
が
１
９
０
４

(
昭
和

37)

年
10
月
、
桟
橋
を
架
設
し
て
解
消
し
た
。｢

土
佐
電

鉄
八
十
八
年
史｣

に
よ
れ
ば
、
桟
橋
は
電
車
終
点
か
ら

南
の
海
上
に
向
け
幅
６
ｍ
、
高
さ
２
ｍ
ほ
ど
の
渡
り
廊

下
状
の
橋
を
設
け
、
そ
の
先
に
長
さ
22
ｍ
、
幅
６
ｍ
の

固
定
橋
を
取
り
付
け
た
も
の
で
、
総
延
長
は
約
１
１
６

ｍ
、
水
面
使
用
面
積
は
約
６
３
０
㎡
、
建
設
費
は
１
万

８
３
０
０
円
、
当
時
と
し
て
は
大
金
で
あ
っ
た
。
建
設

費
は
借
入
金
で
ま
か
な
わ
れ
た
た
め
通
行
料
金
を
取
っ

て
返
済
に
充
て
た
。
料
金
は
１
人
２
銭
、
牛
馬
は
３
銭
、

荷
物
は
１
個
５
厘
で
あ
っ
た
。

ま
た
11
月
か
ら
は
電
車
と
連
絡
し
て
長
浜
、
種
崎
方

面
へ
向
け
定
期
乗
合
船
が
運
航
を
始
め
た
。
浦
戸
、
種

崎
地
区
と
高
知
市
を
結
ぶ
道
路
な
ど
、
建
設
さ
れ
て
い

な
い
時
代
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
電
車
接
続
船
の
実
現
は

高
知
市
と
浦
戸
湾
周
辺
の
村
々
を
連
結
す
る
動
脈
的
な

役
割
を
果
た
し
た
。

桟
橋
の
完
成
に
伴
い
土
佐
電
鉄
で
は
、
１
９
０
５
年

４
月
、
潮
江
線
の
終
点
を
桟
橋

(

現
在
の
岸
壁
通)

か

ら
桟
橋
船
着
き
場

(

同
桟
橋
通
５
丁
目)

ま
で
約
１
０

０
ｍ
延
長
し
た
。

桟
橋
は
、
さ
ら
に
、
１
９
１
１
年
、
固
定
橋
な
ど
を

拡
築
、
貨
車
の
引
込
線
を
設
け
、
さ
ら
に
１
９
１
８

(

大
正
７)

年
に
は
、
１
３
０
０
ｔ
級
の
船
が
発
着
出
来

る
よ
う
に
整
備
、
拡
張
し
た
。
そ
の
後
、
旅
客
や
貨
物

の
急
増
に
伴
い

｢

公
営
、
無
料
に
し
て
欲
し
い｣

と
い

う
声
が
高
ま
り
、
22
年
４
月
、
県
が
買
収
し
た
。
１
９

３
５(

昭
和
10)

年
８
月
、
新
岸
壁(

現
在
の
フ
ェ
リ
ー

発
着
場)

の
使
用
が
始
ま
る
と
同
時
に
、
明
治
30
年
代

末
か
ら
約
30
年
も
の
間
�
土
佐
の
玄
関
�
と
し
て
の
務

め
を
終
え
、
湾
内
巡
航
船
用
の
桟
橋
と
な
っ
た
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

大
正
期
に
入
る
と
、
浦
戸
港
改
修
の
要
望
は
一
段
と

高
ま
り
、
高
知
商
業
会
議
所
は
、
１
９
１
６

(

大
正
５)

年
10
月
、｢
浦
戸
港
改
修
期
成
同
盟｣

を
結
成
し
、
実
行

委
員
54
名
を
選
ん
で
強
力
に
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の

結
果
、
県
に
よ
っ
て
19
〜
20
年
度
に
、
桂
浜
の
燈
台
下

に
防
砂
堤
が
築
造
さ
れ
、
嵩
上
げ
や
延
長
工
事
が
実
施

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
１
９
２
７

(

昭
和
２)

年
10
月
、

臨
時
港
湾
調
査
会
に
よ
っ
て
、
浦
戸
港
が
第
２
種
重
要

港
湾
に
指
定
さ
れ
、
本
格
的
改
修
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

こ
の
た
め
浦
戸
港
改
修
期
成
同
盟
会
に
次
い
で
仙
石

貢
を
会
長
と
す
る
指
定
港
速
成
同
盟
会
が
発
足
し
、
中

央
に
対
し
て
熱
烈
な
運
動
を
続
け
、
１
９
３
０

(
昭
和

５)

年
５
月
、
潮
江
桟
橋
埋
立
公
園
で
の
起
工
式
を
迎

え
た
。

計
画
の
大
要
は
、
前
出
の

｢

60
年
の
歩
み｣

に
よ
る

と
、
１
９
２
９
年
度
か
ら
10
カ
年
継
続
で
、
港
口
の
右

岸
蛭
子
堂
附
近
か
ら
概
ね
直
線
に
、
延
長
５
０
７
ｍ
の

防
波
堤
を
築
造
し
、
港
外
航
路
筋
に
あ
る
岩
礁
群
を
除

却
し
、
水
深
の
維
持
と
航
路
の
安
全
を
図
る
。
ま
た
潮

江
地
先
に
埠
頭
１
基
を
突
き
出
し
、
そ
の
南
側
に
水
深

７
・
３
ｍ
の
岸
壁
３
６
４
ｍ
、
ま
た
潮
江
埠
頭
の
周
囲

延
長
２
９
７
・
６
ｍ
に
対
し
護
岸
及
び
物
揚
場
を
築
造

し
、
さ
ら
に
港
口
か
ら
埠
頭
に
達
す
る
航
路
及
び
泊
地

は
、
水
深
６
ｍ
〜
７
・
３
ｍ
に
、
港
外
航
路
は
水
深
６
・

７
ｍ
に
浚
渫
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

工
事
は
、
内
務
省
直
轄
で
浦
戸
港
修
築
事
務
所
に
よ
っ

て
、
岸
壁
埋
立
工
事
か
ら
着
手
さ
れ
、
歴
史
的
な
第
１

回
ケ
ー
ソ
ン
の
進
水
式
は
１
９
３
８
年
９
月
に
行
わ
れ
、

第
１
次
10
カ
年
計
画
終
了
後
も
続
行
さ
れ
た
が
、
途
中
、

高知港潮江岸壁に使う第１号ケーソンの進水 (1933年９月)
(高知港工事事務所刊 ｢60年の歩み｣から)
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し
ば
し
ば
予
算
を
削
減
さ
れ
、
や
が
て
、
戦
争
が
始
ま

り
42
年
度
で
打
ち
切
り
と
な
っ
た
。
そ
の
間
、
１
９
３

８
年
１
月
に
は
浦
戸
港
の
名
称
を
高
知
港
と
改
め
、
４

月
に
は
開
港
地
と
な
っ
た
。
１
９
２
９
年
〜
45
年
間
の

工
事
実
施
状
況
は
、｢

60
年
の
歩
み｣

に
よ
る
と
、
次
の

通
り
。

工
事
実
施
状
況

【
１
９
２
９
〜
34
年
度
】
１
９
２
９
年
か
ら
34
年
に

至
る
期
内
の
資
料
は
欠
落
し
て
お
り
、
定
か
で
は
な
い

が
、
防
波
堤
の
甲
部
及
び
潮
江
地
区
の
岸
壁
、
埋
立
、

浚
渫
に
着
手
、
場
所
打
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
施
工
、
航
路
、

泊
地

(

－
６
・
７
ｍ)

の
浚
渫
を
実
施
。

【
１
９
３
５
〜
45
年
度
】
防
波
堤
は
甲
部
防
波
堤
を

終
了
し
て
こ
の
期
内
は
乙
部
防
波
堤
に
着
手
し
た
。
乙

部
の
構
造
は
袋
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
基
礎
の
上
に

ケ
ー
ソ
ン
を
据
え
付
け
、
中
詰
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
施

工
し
た
。
な
お
、
財
政
事
情
等
に
よ
っ
て
１
９
４
２
年

度
の
９
号
函
の
据
え
付
け
を
最
後
に
中
止
し
た
。

港
口
附
近
の
浚
渫
は
引
き
続
き
施
工
。
高
知
県
か
ら

借
り
上
げ
た
吸
江
丸

(

バ
ケ
ッ
ト
式)

、
浦
戸
１
号

(

プ

リ
ス
ト
マ
ン)

、
神
第
１
号

(

プ
リ
ス
ト
マ
ン)

に
よ
っ

て
実
施
し
た
。
な
お
、
沖
ノ
砦
の
除
却
で
は
２
ｍ
以
浅

に
つ
い
て
は
爆
薬
を
使
用
し
、
以
深
に
つ
い
て
は
、
秋

田
県
か
ら
借
用
し
た
砕
岩
船
、
赤
神
号
に
て
破
砕
し
、

プ
リ
ス
ト
マ
ン
式
浚
渫
船
で
１
９
３
９

(

昭
和
14)

年

９
月
末
ま
で
に
４
万
１
０
０
０
�
余
り
を
施
工
し
た
。

こ
れ
以
降
は
、
砕
岩
船
に
よ
る
方
法
を
併
用
し
て
移

動
式
木
製
櫓
上
の
試
錘
機
に
よ
り
穿
孔
、
爆
薬
装
�
し

爆
破
し
た
。
１
９
４
１
年
以
降
は
表
面
の
土
砂
浚
渫
の

み
に
終
わ
っ
た
。

埋
め
立
て
は
、
こ
れ
ら
浚
渫
船
に
よ
る
浚
渫
土
砂
に

よ
っ
て
行
っ
た
。
岸
壁
は
ケ
ー
ソ
ン
に
よ
る
も
の
で
本

期
内
に
物
揚
場
を
概
成
し
た
。

１
９
２
９
〜
45
年
の
工
事
量
は
、
防
波
堤
１
２
５
ｍ

▽
浚
渫
47
万
８
５
７
７
�
▽
港
口
浚
渫
10
万
８
３
７
�

▽
埋
立
３
万
３
９
１
９
�
▽
岸
壁
１
０
８
・
１
ｍ
▽
物

揚
場
・
護
岸
17
・
３
ｍ
で
あ
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

土
砂
堆
積
に
は
浦
戸
港
だ
け
で
な
く
手
結
港
も
悩
ま

さ
れ
、
１
９
１
１

(

明
治
44)

年
４
月
か
ら
１
９
１
５

(

大
正
４)

年
４
月
に
か
け
、
県
に
よ
る
本
格
的
な
改
修

工
事
が
行
わ
れ
た
。

工
事
の
内
容
は
、
松
田
虎
喜
代
県
技
師
の
工
事
報
告

そ
の
他
に
よ
る
と
、
野
中
兼
山
開
鑿
の
旧
港

(

６
０
４

９
・
58
㎡)

を
干
潮
面
以
下
２
・
42
ｍ
、
港
口

(

９
９

１
・
７
㎡)

を
干
潮
面
以
下
２
・
73
ｍ
ま
で
浚
渫
し
て

内
港
と
し
、
さ
ら
に
外
港

(

２
万
６
２
４
１
・
３
㎡
、

水
深
２
・
72
ｍ)
を
築
造
、
掘
削
土
砂
を
主
体
に
用
地

を
造
成
し
た
。

ま
た
外
港
に
は
、
南
防
波
堤
長
さ
１
２
７
・
３
ｍ
、

北
防
波
堤
長
さ
１
４
５
・
５
ｍ
を
築
造
し
た
。
防
波
堤

は
、
高
さ
干
潮
面
以
上
３
・
03
ｍ
、
馬
踏
幅
４
・
５
ｍ

両
側
６
分
法
と
し
、
０
・
36
�
〜
３
・
６
�
の
石
材
を

以
て
壁
側
を
築
造
し
、
ま
た
外
側
壁
は
厚
さ
０
・
６
ｍ

〜
０
・
９
ｍ
の
裏
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
、
中
込
に

は
平
均
０
・
０
２
８
�
の
粗
石
を
�
充
し
、
上
幅
に
厚

さ
０
・
６
ｍ
の
場
所
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
施
工
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
の
採
用
は

｢

夜
須
町
史｣

に
よ
る

と
、
県
下
で
初
め
て
だ
っ
た
。
防
波
堤
の
両
側
に
は
海

底
よ
り
干
潮
面
上
１
・
２
ｍ
の
点
ま
で
、
内
側
２
割
３

分
、
外
側
３
割
法
を
以
て
１
個
の
重
量
１
ｔ
〜
５
ｔ
の

捨
石
を
施
工
し
、
高
さ
３
・
６
ｍ
の
波
浪
に
耐
え
る
も

の
と
し
た
。

造
成
用
地
は
、
干
潮
面
以
上
３
・
７
ｍ
で
、
面
積
２

万
１
１
５
７
・
02
㎡
。
う
ち
宅
地
面
積
１
万
３
７
２
８
・

９
㎡
。
北
防
波
堤
頭
に
は
９
・
１
ｍ
の
竿
灯
を
建
設
し

て
夜
間
の
航
路
標
識
と
し
た
。
使
っ
た
主
要
材
料
は
、

石
材
、
セ
メ
ン
ト
で
、
石
材
４
０
０
０
�
は
、
付
近
海

岸
か
ら
直
営
で
採
取
し
、
セ
メ
ン
ト
は
２
８
１
４
樽
に

上
っ
た
。
セ
メ
ン
ト
の
価
格
１
万
２
２
５
円
、
石
灰
価

格
３
２
２
７
円
、
器
具
機
械
費
８
９
１
２
円
、
作
業
員

延
べ
11
万
１
２
０
０
人
、
賃
金
５
万
９
１
２
８
円
を
要

し
、
総
計
８
万
１
４
９
２
円
で
あ
っ
た
。

手
結
港
は
、
こ
の
改
修
工
事
で
、
兼
山
の
開
港
以
来

２
６
０
年
を
経
て
面
目
を
一
新
し
た
が
、
こ
こ
に
至
る

ま
で
は
、
苦
難
の
連
続
で
、
そ
の
経
過
は

｢

夜
須
町
史｣

に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
川
村
益
太
郎
県
議
、
上

田
源
助
夜
須
村
長
、
城
武
虎
太
郎
夜
須
村
漁
業
組
合
理

事
ら
の
奔
走
で
実
現
し
た
、
こ
の
改
修
工
事
で
も
、
村

の
年
間
総
予
算
額
に
相
当
す
る
１
万
円
を
寄
付
、
埋
立

地
１
・
32
ha
を
１
万
２
０
０
０
円
で
買
い
取
っ
て
い
る
。

ま
た
、
工
事
中
２
度
も
台
風
に
襲
わ
れ
、
工
事
の
完

成
が
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

(

次
号
に
続
く)

｢

高
知
縣
土
木
史｣

(

１
９
９
８
年

社
団
法
人
高
知
県
建
設
業
協
会
発
行)

よ
り
引
用
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１
８
５
７

(

安
政
４)

年
11
月
高
知
県
長
岡
郡
十
市
村

(

現
南
国
市)

に
生
ま
れ
る
。
18
歳

の
時
白
石
家
の
家
系
を
継
ぐ
。
１
８
７
１

(

明
治
４)

年
横
浜
の
修
文
館
に
入
り
、
英
語
を
勉

強
、
同
門
に
宿
毛
出
身
の
小
野
梓
が
い
た
。

１
８
８
１
年
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
土
木
工
学
科
卒
業
、
直
ち
に
農
商
務
省
御
用
掛
と
な
り

１
８
８
３
年
文
部
省
よ
り
海
外
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
に
学
ぶ
。
１
８
８
７

年
帰
国
、
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
教
授
と
な
り
、
在
官
中
公
許
を
受
け
て
関
西
鉄
道
会
社
に

関
係
、
支
援
し
た
。
１
８
９
０
年
９
月
東
京
帝
国
大
学
教
授
を
辞
任
し
、
翌
10
月
に
は
関
西
鉄

道
会
社
の
三
代
目
社
長
に
な
っ
た
。
加
太
ト
ン
ネ
ル

(

９
２
８
ｍ)

を
は
じ
め
数
カ
所
の
ト
ン

ネ
ル
を
掘
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
ト
ン
ネ
ル
は
国
際
標
準
軌

(

１
４
３
５
㎜)

に
対
応
で
き
る
も

の
で
あ
っ
た
。

１
８
９
１
年
工
学
博
士
。
１
８
９
６
年
逓
信
省
内
に
広
狭
両
軌
道
の
得
失
な
ど
に
つ
い
て
調

査
す
る
た
め
、｢

軌
制
取
調
委
員｣

が
置
か
れ
た
際
、
そ
の
諮
問
に
応
じ
て｢

広
狭
軌
道
比
較
論｣

と
題
す
る
意
見
書
を
提
出
し
、
そ
の
中
で

｢

将
来
に
在
り
て
は
大
幹
線
は
広
軌
改
築
の
必
要
あ

る
を
信
ず
る
も
の
な
り｣

(

日
本
鉄
道
史
中
編)

と
述
べ
る
と
と
も
に

｢

改
築
方
法
一
班｣

と
題

す
る
一
編
を
添
付
提
出
し
た
。

１
８
９
８
年
11
月
に
は
鉄
道
会
議
臨
時
委
員
と
な
り
、
同
年
12
月
関
西
鉄
道
会
社
々
長
を
辞

任
し
た
。

１
８
９
９
年
６
月
九
州
鉄
道
会
社
の
委
嘱
を
受
け
て
欧
米
各
国
の
港
湾
荷
役
設
備
そ
の
他
の

視
察
の
た
め
外
遊
、
翌
年
６
月
帰
国
。
そ
の
後
若
松
築
港
㈱
社
長
、
１
９
１
０

(

明
治
43)

年

に
は
豊
川
良
平
、
仙
石
貢
等
と
猪
苗
代
水
力
電
気
㈱
会
社
を
創
立
し
、
常
務
取
締
役
と
な
り
、

こ
れ
を
完
成
さ
せ
た
。

１
９
１
１
年
４
月
、
内
閣
に
総
理
大
臣
桂
太
郎
を
会
長
と
す
る

｢

広
軌
鉄
道
改
築
準
備
委
員

会｣

が
設
置
さ
れ
る
と
委
員
に
選
ば
れ

｢

水
陸
連
絡
お
よ
び
広
軌
改
築
の
た
め
狭
軌
鉄
道
の
普

及
に
及
ぼ
す
影
響
、
そ
の
他｣

を
担
当
、
横
浜
、
敦
賀
、
大
阪
、
神
戸
、
下
関
、
門
司
、
長
崎

な
ど
の
各
港
を
視
察
し
た
後
同
年
７
月
報
告
書
を
提
出
し
た
。

１
９
１
２

(

大
正
元)

年
に
は
郷
里
高
知
県
か
ら
選
ば
れ
て
代
議
士
と
な
り
、
当
選
す
る
こ

と
前
後
３
回
、
政
友
会
に
所
属
、
土
讃
線
鉄
道
工
事
の
促
進
に
大
い
に
寄
与
し
た
。

１
９
１
６
年
勲
四
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
る
。

１
９
１
９
年
１
月
に
は
推
さ
れ
て
土
木
学
会
会
長
と
な
っ
た
。
同
年
２
月
病
の
た
め
死
去
。

61
歳
。
従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。

白
石
家
は
親
子
三
代
の
土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア
一
家
で
あ
る
。
直
治
の
長
男
多
士
良

(

１
９
１
１

年
、
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
卒)

は
、
隅
田
川
６
橋
の
下
部
工
事
に
ア
メ
リ
カ
か

ら
潜
函
工
法
を
導
入
し
た
。
多
士
良
が
創
立
し
た
白
石
基
礎
㈱
は
、
わ
が
国
初
の
基
礎
工
の
専

門
会
社
で
あ
る
。
現
在
の
㈱
白
石
は
、
そ
の
社
名
を
変
更
し
た
も
の
で
東
京
都
の
芝
浦
か
ら
ゴ

ミ
に
よ
る
埋
め
立
て
地
に
渡
るRainbow

Bridge
(

吊
り
橋)

の
台
場
側
主
塔
と
碇
着
部
下
部

工
の
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
・
ケ
ー
ソ
ン

(

世
界
一
の
規
模)

を
施
工
し
て
い
る
。
孫
の
俊
多

(

１

９
４
１
〈
昭
和
16
〉
年
、
京
都
帝
国
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
卒)

は
日
本
国
有
鉄
道
鉄
道
技

術
研
究
所
土
質
研
究
室
主
任
研
究
員
を
１
９
６
１
年
に
退
職
し
た
後
白
石
に
入
り
、
代
表
取
締

役
会
長
を
務
め
て
、
現
在
は
相
談
役
で
あ
る
。(

２
０
０
６
年
12
月
22
日
他
界)
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筋
に
当
た
っ
て
は
、
鉄
筋

の
間
隔
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
か

ぶ
り
、
継
手
の
定
着
位
置
な
ど

設
計
書
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
守
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。

鉄
筋
の
径
や
数
量
を
誤
る
と
大

き
な
ひ
び
割
れ
の
発
生
の
お
そ

れ
が
あ
る
。
複
雑
な
配
筋
の
場

合
に
は
、
組
み
立
て
手
順
を
誤

る
と
鉄
筋
が
所
定
位
置
に
配
置

で
き
な
く
な
り
、
鉄
筋
が
有
効

に
働
か
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
。コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち
継
目

な
ど
で
は
、
鉄
筋
が
邪
魔
に
な

ら
な
い
よ
う
に
一
時
折
り
曲
げ

て
お
き
、
打
ち
込
み
後
に
折
り

曲
げ
を
直
し
て
、
元
の
位
置
に

定
着
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
ま
っ

す
ぐ
伸
ば
し
て
お
か
な
い
と
荷

重
が
作
用
し
た
と
き
、
曲
が
り

部
分
が
伸
び
よ
う
と
し
て
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
剥
げ
落
ち
た
り
、

ひ
び
割
れ
を
生
ず
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
鉄
筋
は
正
し
く
伸
ば

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

床
ス
ラ
ブ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

打
ち
終
わ
っ
て
、
床
面
の
墨
出

し
を
し
て
み
る
と
、
下
の
階
の

柱
主
鉄
筋
が
所
定
の
位
置
か
ら

ず
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ

れ
は
柱
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
の

と
き
の
柱
型
枠
の
倒
れ
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
位
置
の
ず
れ
を
無
理
に
曲

げ
込
ん
で
施
工
す
る
と
引
張
力

(

Ｔ)

を
受
け
、
曲
げ
込
ん
だ

部
分
が
直
線
に
な
ろ
う
と
し
て
、

こ
の
場
合
も
剥
げ
落
ち
、
ひ
び

割
れ
を
生
ず
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
の
失
敗
を

予
防
す
る
に
は
、
柱
コ
ン
ク
リ
ー

ト
は
先
ず
梁
下
ま
で
打
ち
込
ん

だ
の
ち
、
柱
の
上
部
は
梁
や
ス

ラ
ブ
と
同
時
に
打
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
柱
を
ス

ラ
ブ
と
同
時
に
打
つ
と
き
は
、

必
ず
そ
の
前
に
下
げ
振
り
な
ど

に
よ
っ
て
鉛
直
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
鉄
筋

の
変
位
を
生
じ
た
場
合
に
は
、

鉄
筋
を
急
に
曲
げ
る
こ
と
な
く
、

そ
の
基
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

深
く
掘
っ
て
緩
や
か
に
曲
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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鉄
筋
の
継
手
の
位
置
は
弱
点

と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
位
置
を
１
断
面
に
集
め
た

り
、
重
ね
継
手
の
長
さ
が
不
足

し
な
い
よ
う
に
す
る
。

継
手
に
溶
接
継
手
を
用
い
る

場
合
、
継
手
の
強
度
は
鉄
筋
の

材
質
、
溶
接
の
種
類
お
よ
び
施

工
方
法
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、

長
所
・
短
所
を
知
る
こ
と
も
大

切
で
あ
る
。
一
般
に
用
い
ら
れ

て
い
る
の
は
ガ
ス
圧
接
継
手
が

多
い
。

溶
接
継
手
は
、
静
的
荷
重
に

対
し
て
母
材
と
ほ
ぼ
同
じ
強
度

の
場
合
が
多
い
が
、
疲
労
強
度

は
一
般
に
低
く
な
る
よ
う
で
あ

る
。

���

�
�
�
�
�
 
�
!
"
#

$
%
&
'
(
'
)
*
�
�
+

構
造
物
の
欠
陥
を
生
ず
る
原

因
と
し
て
、
打
ち
込
み
方
、
締

め
固
め
方
法
、
打
ち
込
み
順
序

の
不
適
当
に
よ
っ
て
生
じ
た
も

の
が
多
い
。

新
旧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
継

目
の
施
工
不
良
が
生
じ
な
い
よ

う
に
、
旧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
入

念
に
施
工
し
、
新
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
接
す
る
表
面
を
一
体
に
な

る
よ
う
処
理
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

水
平
打
継
目
が
完
全
に
縁
切

れ
に
な
る
と
、
そ
こ
に
浸
透
水

が
入
り
、
継
目
が
側
圧
に
よ
り

辷
り
や
す
く
な
り
、
上
部
が
倒

壊
す
る
お
そ
れ
が
で
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち
込
み

が
正
し
く
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ま

で
の
計
量
、
練
り
混
ぜ
が
正
し

く
で
き
て
も
、
で
き
た
構
造
物

は
十
分
安
全
で
あ
る
と
い
え
な

い
。
良
好
な
打
ち
込
み
に
よ
っ

て
、
材
料
の
分
離
を
防
ぎ
均
質

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
造
る
こ
と

が
で
き
る
。
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
初
期
収
縮

は
打
ち
込
み
後
５
〜
７
時
間
で

始
ま
る
。
こ
の
場
合
、
塑
性
変

形
が
収
縮
に
順
応
す
る
の
で
、

ひ
び
割
れ
の
直
接
の
原
因
に
は

な
ら
な
い
。
打
ち
込
ん
で
あ
る

時
間
の
間
は
沈
下
す
る
が
、
こ

れ
も
収
縮
と
考
え
ら
れ
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
空
気
中

に
お
く
と
乾
燥
収
縮
を
生
じ
る
。

水
分
の
蒸
発
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
水
和
反
応
が
必
要
な
と
き

湿
度
を
失
う
た
め
、
水
和
が
阻

害
さ
れ
、
乾
燥
ひ
び
割
れ
を
起

こ
す
原
因
と
な
る
。
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
重
量
を
支

え
て
い
る
支
保
工
が
変
形
す
る

と
、
鉛
直
方
向
の
沈
下
の
み
な

ら
ず
、
水
平
方
向
に
対
し
て
も

安
定
し
た
構
造
と
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
は
、
基
礎
の
沈
下
に
よ

る
も
の
と
、
支
保
工
の
圧
縮
変

形
、
支
保
工
の
継
手
の
ズ
レ
な

ど
が
あ
る
。

支
保
工
に
は
、
変
形
や
沈
下

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か

じ
め
ジ
ャ
ッ
キ
や
く
さ
び
を
支

保
工
の
端
部
に
設
置
し
て
、
変

形
を
調
整
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
と
よ
い
。

ま
た
、
養
生
と
し
て
、
打
ち

込
み
後
の
水
和
作
用
が
旺
盛
な

時
期
に
、
型
枠
を
取
り
外
し
た

り
し
て
空
気
中
に
哂
し
て
し
ま

う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
水
和
作

用
の
継
続
を
う
な
が
す
よ
う
に

す
る
。

��
��
��
��
��
��
��
		



��
��


��
��
��
��
��
��
��

22
33
44
55
66
��
77
88

99
::
;;
<<
==
>>
??
��
@@
AA
BB
CC

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�



�������	
�������

�������	
�����������

������ ������� !�"�

平成26年６月に改正施行された ｢品質確保促進法等｣ を受け､ 衆議院議員福井照代議士を招き制度改正の目的や

内容に関する講習会を､ 平成26年11月15日 (第一回) と平成27年１月30日 (第二回) 開催しました｡

福井代議士からは議員立法による改正の意義､ また担い手の中長期的な視点による公共投資の重要性や､ 建設業

者に適正利潤の確保を盛り込んだ内容などについて説明がありました｡

※第一回､ 第二回の実施要領は以下の通りです｡
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１月30日金�､ 高知県建設会館にて新入・若手社員研修会を開催しました｡

研修会は計３回シリーズで行われ､ 今回が３回目の開催です｡

研修内容は､ 午前中に高知工業高校の山岡稔幸先生が ｢社会人基礎研修｣ を

実施し､ 午後からは､ 人・みらい研究所代表の筒井典子氏に ｢フォローアップ

研修｣ を実施して頂きました｡ 研修後のアンケートでは､ 全て ｢大変よかった｣､

｢よかった｣ との回答が寄せられるなど充実した研修会となりました｡

27年度は４月､ ７月､ ９月の計３回シリーズの開催を予定しております｡

�����������

２月10日火�､ 県庁土木部長室にて当協会山中会長より高知県奥谷土木部長へ地域性を重視した発注についての

要望を行いました｡

内容は､ 災害時の崩落土砂の撤去など､ 地元のために進んで初動対応を行った業者が本工事の際には入札参加で

きない事例が多くあるため､ 初動対応を行った建設業者が本工事の受注をできる､ または､ JVでも工事参画できる

ように配慮いただきたいとの要望です｡

���������� !"�

２月23日月�､ 高知県と建産連との協議懇談会が開催されました｡

今年度も尾�知事をはじめ､ 奥谷土木部長､ 田所副部長､ 平田副部長など

土木部幹部の方に出席頂き､ 業界のコンプライアンス推進やその他要望について

協議しました｡

当日の内容は次の通りです｡

１. コンプライアンス確立に向けた取組みについて

２. 県内建設業活性化への支援策について

３. 要望等の懇談について

１� 一般社団法人高知県測量設計業協会

①地元企業の育成と雇用拡大について

②道路橋梁・トンネル施設等メンテナンス業務について

２� 一般社団法人高知県建設業協会

①公共工事品質確保促進法 (改正) の精神に基づく発注について

②公共工事品質確保促進法 (改正) の公共事業全発注者への周知

・徹底について

③地域を守る地場建設業の経営環境を考慮した入札契約制度について

④現在の予定価格の考え方について

�#$ % & ' 	(���

２月28日土�､ 当協会山中会長､ 尾崎土木委員長より福井 照 衆議院議員へ

施工上の諸問題について要望を行いました｡

研修中の様子

挨拶をする山中栄広会長

挨拶をする尾�正直県知事

要望の様子
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(ヨコのカギ)
① モスクワに遠征したナポレオンが､ 冬の
寒さと雪が原因で敗れたところからこの言
葉が出来た｡ 冬の厳しい寒さをいう語｡
② 中国第２の大河｡ 長さ5460キロ｡ 流域は
古代文明発祥の地で､ 歴代王朝も多くここ
に拠った｡
③ 自分の跡取りになる夫婦から生まれた子
供｡
④ 組み討ちの際, 右手を左腰にまわす手間
を省くため右の腰にさす短刀｡
⑤ 16～18世紀にヨーロッパで愛好された擦
弦楽器｡ 弦は６､ ７本で､ チェロのように
脚の間に立てて奏する｡
⑥ 水中で生活する動物が､ 水中の溶存酸素
を取りこみ､ 体内の二酸化炭素を排出して
呼吸を行うための器官｡
⑦ 人が自分自身の眼から見た自分の生涯､
人生を記述したもの｡ 自身による伝記｡
⑧ 全長約40センチの魚｡ 体は細長く､ 下あ
ごが突き出し､ 先が赤い｡ 背部は青緑色､
腹側は銀白色｡

(タテのカギ)
① 自然の眺めが清らかで美しいこと｡ また､
そのさま｡
⑧ もって生まれた宿命｡
⑨ ばくち・碁などをする人｡ また､ それに
すぐれ､ 好きな人｡
⑩ サトザクラの園芸品種｡ 花は八重咲きで
淡紅色｡
⑪ 親指・人さし指・中指・薬指・小指のこ
と｡
⑫ 活字を組んで版にすること｡ また､ その
活字｡
⑬ 絵画・写真・テレビの画像などで､ 明暗
や色調の段階的変化｡ 階調｡
⑭ イギリス､ イングランド北西部マージー
サイド州の中心都市｡ ザ・ビートルズ誕生
の地として名高い｡ ○○プール｡
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1 11 12 13 14 15

2 7

3 8

4 16 17

5 18

9

6 10

ヒ ヤ シ チ ユ ウ カ
ガ セ バ リ ト ン
シ ガ テ シク
シ ガ オ ヤツマ
ナ ン チ ヤ ク クリ
カ ヨ ク ダラ
イ モ ウ ト シ マ

二重枠の文字を組み合わせて言葉を完成させてください｡

ヒント：かわいらしいキャラクターです｡ �������	

� �����
10 13121

7 6

92 7

3 1711

4

8 14

5

ユ シ ヨ グ ンウフ
ウ オ エ ラ
ウ ガ デ ンコ ジ

ウ チ マ ーゴ
メ テ ザ シ シ
イ サ ヨ リク
ビ オ ラ ダ ガ バン

二重枠の文字を組み合わせて言葉を完成させてください｡

ヒント：高知県にある88か所のお寺です｡ ���
��

(ヨコのカギ)
① 夏限定の食べ物｡ よくラーメン屋の店先
に ｢○○始めました｣ と張り紙がしてある｡
② 偽物という意味で､ 語源は人騒がせから
きたという説がある｡
③ 彦根城と琵琶湖がある県｡
④ 通称 ｢エチオピア｣ と呼ばれるカツオ｡
⑤ 月・惑星探査機や宇宙船が, 搭載機器や
人間の耐えられるような低相対速度で目的
の天体に着陸すること｡
⑥ 英語で､ ｢Younger sister｣ または ｢Little
sister｣｡
⑦ 音楽用語｡ テノールとバスとの中間の音
域の男声､ これに相当する音域の楽器をさ
す｡
⑧ 髪をといたり､ 髪を飾ったりする道具｡
⑨ 背中に１つまたは２つのこぶを持ってい
る動物｡
⑩ ○○ウマ｡ ○根県｡

(タテのカギ)
① 太平洋西部の海｡ 南西諸島とユーラシア
大陸で挟まれている｡
⑪ 苦痛や欲望などをじっと耐えて平気な顔
を装ったり､ 負け惜しみをして人の同情や
援助を拒否したりすること｡
⑫ 漫画､ あしたのジョーの作画を行った人
物｡
⑬ 茎を高く伸ばし､ 夏に花を咲かせる｡ 代
表的な種にオニ○○やササ○○がある｡
⑭ 徳の高い行いのすぐれていること｡ 富み
栄えること｡
⑮ 玩具花火の一種｡ 少量の火薬と金剛砂を
紙玉にした音響玩具で, 地面に投げつけた
り強く踏みつけたりすると爆発して鳴り響
く｡
⑯ カモ目カモ科ガン亜科の鳥｡ 雁の仲間｡
白い姿はアヒルに似ているが互いに別の種｡
⑰ 和名をアメリカネリと言い､ ほかに陸蓮
根 (おかれんこん) の異名もある｡ 沖縄県
や鹿児島県､ 伊豆諸島など､ この野菜が全
国的に普及する昭和50年代以前から食べら
れていた地域では ｢ネリ｣ という日本語で
呼ばれていた｡
⑱ 陸上自衛官の階級の一｡ 陸曹の下｡
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2 33 11

12 13 34

3 14 35 36

15 37
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16 17 195

20 38 3921

6 22 23 41

24 40 25

267

タ ツ プ サ イ ボ ウ セ ピ アス
ク ベ ロ エ イ ガ ー スタ
モ ナ コ メ ス ダ サ ピ
カ ベ ド ン ヒ ツ タ ク リ

ホ ヤ デ イ ス カ バ ンー
マ コ ー レ ー カ ル キ ン エ

カ ミ テ ル イ ア ア イー
ホ チ エ ツ イ ブ イ ジト

リ ギ ヨ フ ノ リ ガ ーラ
シ シ ヨ ウ ー ル リ ダ ツ
ン タ ス ウ ハ ダ レ ウ
ラ ク ヨ ウ カ イ ウ オ ツ チゴ

二重枠の文字を組み合わせて言葉を完成

させてください｡

ヒント：2014年の流行語にノミネートさ

れた言葉です｡ �������	
��
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二重枠の文字を組み合わせて言
葉を完成させてください｡

問
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 (ヨコのカギ)
① 学校に入学することを許可し､ そ
のお祝いをする式典のこと｡
② 北アメリカが起源の家畜 (特に牛
や馬) を使った伝統的なスポーツ｡
③ 1970年代後半から1980年代にかけ
て日本長距離界をリードした三重県
桑名市出身の元陸上競技･マラソン選
手｡
④ 不意に出あうこと｡ 偶然にめぐり
あうこと｡
⑤ バラ科サクラ属の落葉高木｡ よく
似たイヌザクラとは､ 花序枝に葉が
つく事などで区別できる｡
⑥ 細長く､ かつ何本か連なったもの
を指す言葉｡
⑦ ナイジェリアの南西端のベニン湾
岸に位置する同国最大の大都市・港
湾都市で､ 旧首都｡ 市域人口ではア
フリカ最多でありエジプトの首都カ
イロと共にアフリカでは世界の有数
のメガシティである｡
⑧ 何らかの加工をほどこす前段階の､
元となる絵｡

(タテのカギ)
① 1904年から1905年にかけて朝鮮半
島と満州南部､ 日本海を主戦場とし
て発生した日本とロシア間の戦争｡
⑨ 英語で気体のこと｡ 日本語では当
て字で瓦斯とも表記する｡
⑩ ヒゲクジラ亜目の動物の上顎部に

見られる､ 繊維が板状となった器官
⑪ 安土桃山時代の天正10年６月27日
に開かれた､ 織田氏の継嗣問題及び
領地再分配に関する会議｡ ○○会議｡
⑫ 顔の上部で､ 眉と髪の生え際の間
のこと｡
⑬ 1980年代に､ ジャニーズ事務所か
らデビューした４人編成のロックバ
ンド｡ 1993年６月30日付で解散｡ ヒッ
ト曲に ｢TIME ZONE｣ 等がある｡
⑭ 他の事に心が奪われて､ そのこと
に注意が向かないこと｡ ○○の空｡
⑮ 流体やそれに類する物体が回転し
て発生する螺旋状のパターンのこと｡
⑯ 単語を形態論的に分析した単位の
うち最小のもので､ 基本的な意味を
示すもの｡
⑰ 大映 (現：角川映画) が1965年に
公開した特撮映画に登場する架空の
怪獣の名称｡ 東宝のゴジラシリーズ
と共に日本の怪獣映画を代表する作
品群｡

1 9 10 11

6

2 12 13 7 16

3

8 17

4 15 914

5

＜ヨコのヒント＞
１ 刺激惹起性多能性獲得細胞の一般名｡ 2014年１月に小保

方晴子氏らが､ チャールズ・バカンティ氏や若山照彦氏
と共同で発見したとして､ 論文発表した｡

２ 世界で２番目に小さいミニ国家｡ 国連加盟国の中では世
界最小｡ Ｆ１グランプリも開催される｡

３ ５月から８月までの夏場が旬｡ 冬に比べグリコーゲンが
何倍にもなり､ 甘みと旨味が増す｡ 漢字では ｢海鞘｣ と
書く｡

４ 舞台用語｡ 客席から向かって中央から右側のこと｡
５ 乗り物に乗らずに歩くこと｡
６ 図書館に置かれる専門的職員 (専門職) のこと｡
７ 仕事や勉学の余暇にする遊びや楽しみ｡
８ イカ墨のこと｡ また､ イカ墨由来の黒褐色をも意味する｡
９ 舌の別名｡
10 2014年のプロ野球にて､ セ・リーグで日本シリーズに進

出したチーム｡ 阪神○○○○○｡
11 外科手術や解剖に用いられる極めて鋭利な刃物｡
12 男性が女性を壁際に追い詰めて壁に手を突く行為｡
13 歩行者の手持ちや自転車の前カゴ入りのバッグを狙って

近づいていき､ 近づいた瞬間に相手のバッグを奪い逃走
する犯罪行為｡

14 見つけること､ 発見という意味の英語｡
15 アメリカ出身の俳優｡ 主な作品に ｢ホーム・アローン｣

がある｡
16 物事の道理を判断し処理していく心の働き｡ 物事の筋道

を立て､ 計画し､ 正しく処理していく能力｡
17 犯罪者などを追いかけて捕えること｡
18 異性をいとしいと思う心｡ 男女間の､ 相手を慕う情｡
19 自分の思うことを無理に押し通そうとする心｡
20 両者が争っているすきに､ 第三者が骨を折らずにその利

益を横取りするたとえ｡
21 貯蔵工程で熟成させたビール｡ 一般に切れのよい苦みと

なめらかでマイルドな味わいを持つ｡
22 羊の毛のこと｡ 動物繊維の一種｡
23 今まで属していたところから抜け出すこと｡
24 英語ではマジョリティという｡
25 1988年に発生した巣鴨子供置き去り事件を題材とした映

画｡ ○○も知らない｡
26 2013年､ 発売されたニンテンドー３ＤＳ専用ゲームソフ

ト｡ 多角メディア展開を前提として企画され､ 2014年か
らテレビアニメがスタート｡ 小学生を中心に流行し､ 社
会現象を巻き起こした｡

＜タテのヒント＞
１ 高知県の南西部に位置し愛媛県と境を接する市｡ 名所と

して､ だるま夕日､ 水車街道がある｡
４ ＳＭＡＰのメンバーの一人｡ 主な出演ドラマでは､ ｢透

明人間｣､ ｢新選組！｣､ ｢西遊記｣ がある｡

８ 2014年11月22日に発売から20周年を迎えたゲーム機｡ 代
表ソフトとして ｢Ｄの食卓｣ や ｢バーチャファイター｣
がある｡

11 ロシアの科学者｡ ｢石油の無機起源説｣ の提唱者として
近年再評価されている｡ ドミトリ・○○○○○○○｡

16 北海道出身の元大相撲力士｡ 第58代横綱｡ 本名は秋元
貢｡ ○○の富士｡

18 ジュゼッペ・ヴェルディが作曲し､ 1871年に初演された
全４幕から成るオペラである｡ ファラオ時代のエジプト
とエチオピア､ ２つの国に引裂かれた男女の悲恋を描き､
現代でも世界で最も人気の高いオペラのひとつ｡

20 釣りで釣った魚の像を､ 墨を使って紙などに転写したも
の｡ 釣り上げた魚の原寸大の記録を残すために行われ
る｡

25 経済ニュース通信社が算出するアメリカ合衆国の代表的
な株価指数｡ ○○平均株価｡

27 あまり重要でもないことについて, あれこれくどくどと
文句を言うさま｡

28 ある分野について､ 専門的知識・技術を有していること､
あるいは専門家のこと｡ そのことに対して厳しい姿勢で
臨み､ かつ､ 第三者がそれを認める行為を実行している
人｡

29 英語で ｢はい｣ 等､ 肯定の意味の言葉｡ また､ ｢やった
ぜ!｣ など､ 間投詞的意味合いもある｡

30 女性シンガーソングライター｡ 日本史上最も多くの売り
上げを記録した ｢First Love｣ を筆頭に､ オリジナルア
ルバム歴代売上の上位トップ２を独占している｡

31 リンの元素記号｡
32 第一次世界大戦後のアメリカ合衆国では禁酒法や大恐慌
などによる社会的ストレスからアセチルサリチル酸を服
用する人々が激増した現象｡

33 長野県出身の女優､ 歌手｡ 主なドラマに ｢毎度おさわが
せします｣､ ｢眠れる森｣ 等がある｡

34 ヤブツバキの種子から採取される植物性油脂｡
35 アルファベットの５番目の文字｡
36 東京都墨田区にある電波塔｡ 高さ634ｍ｡ 東京○○○○
○○｡

37 剣道や剣術､ 戦闘で使用される､ 手を保護する防具｡
38 製品の開発や製造などに必要な技術・知識｡ ものごとの
やり方に関する知識｡

39 福山雅治主演のフジテレビドラマ｡ 2007年10月15日から
12月17日､ 2013年４月15日から６月24日２シーズン放送
され映画化もされた｡

40 物事が順調に運ばないで､ こみいった経過をたどること｡
○○曲折｡

41 相手に対してものごとを知らせること｡
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高知県防災キャラクターＣ◯やなせたかし
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